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要　旨
本稿では、ソフトウェアエンジニアリングの国際標準化を推進しているISO/IEC JTC1 SC7で策定されたソフト
ウェア品質評価に関する一連の国際規格を紹介します。その一部であるISO/IEC 9126-1：Quality Modelでは、
ソフトウェア品質の構造をモデル化し、モデルを構成する品質特性および副特性を定義しています。ユーザビ
リティ（使用性）は、品質モデルを構成する品質特性の1つに位置付けられています。本稿では、ユーザビリ
ティに焦点を当て、ユーザビリティ評価の観点、およびそれらを定量的に評価するためのメトリクスを、ソフ
トウェア品質評価の国際規格に基づいて説明します。また、ユーザビリティの向上に向けた評価技術の活用に
ついて解説します。
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1. はじめに

情報化社会の進展に伴って、コンピュータの利用局面は拡
大の一途をたどり、膨大なソフトウェアが開発され利用され
ています。それに伴って、ソフトウェアの欠陥が及ぼす社会
並びに個々人の生活への影響も増大し、ソフトウェア品質に
対する関心が高まっています。また、ソフトウェアがシステ
ムの利用価値に影響するという認識が浸透し、製品価値の向
上という観点からもソフトウェア品質が重視されています。
ソフトウェアの品質の向上は、1968年にNATO主催でソフ
トウェアエンジニアリングに関する初の国際会議が開催され
て以来の主要なテーマです。品質の向上に向けたエンジニア
リング的アプローチには、設計や検証に用いる技法やツール
の活用による品質の作り込みと改善があります。加えて、管
理的な側面から、目標とする品質を明確に定義し、その達成
状況を測定・評価し、制御するための技術が重要です。
ソフトウェアの品質は、要求された機能が実装できてさえ
いればよい（機能性）というものではありません。また、欠
陥がなく、故障が起こらなければよい（信頼性）というもの
でもありません。高い品質によって、利用者の満足度向上や
競合製品に対する優位性確保を図るには、利用者にとっての

使いやすさ（使用性）、処理の要求をしてから結果を受け取
るまでの速さ（効率性）など、品質をより多角的に捉えるこ
とが重要です。そして、考慮すべき個々の特性に対する評価
技術が必要になります。
利用者と開発者の間で品質に対する要件を合意したり、製
品の比較評価を行ったりする場合、品質の捉え方、評価の仕
方が、人によってまちまちだと混乱をもたらします。このよ
うな問題意識に基づき、ISO/IEC JTC1 SC7/WG6 *1 （評価と
メトリクス）では、ソフトウェア品質の構造モデル、測定量
と評価技術、評価プロセスの国際標準化に取り組んでいます。
本稿では、最初に、ISO/IECのソフトウェア品質評価関連
規格の概要を紹介します。次に、今回の特集のテーマである
ヒューマンインタフェースに関連して、同規格におけるユー
ザビリティの評価技術を解説します。最後に、規格活用のポ
イントと今後の展開を説明します。

2. ソフトウェア品質評価の国際規格

2.1 制定の経緯

ソフトウェア品質は、欠陥の多寡のみによって評価される

*1 JTC1は、情報技術(IT: Information Technology)分野の国際標準化を推進するために、国際標準化機構(ISO: International Organization for Standardization)と国際電
気標準会議(IEC: International Electrotechnical Commission)が共同で設置した合同専門委員会(Joint Technical Committee)。SC7は、JTC1の下でソフトウェアエン
ジニアリングを担当する分科委員会(Sub Committee)。WG6は、SC7の下でソフトウェアの評価とメトリクスを担当する作業グループ(Working Group)。
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べきではない、その測定や評価はそれぞれに勝手なものさし
で行われるべきではない、などの基本認識のもと、ソフト
ウェア品質評価の標準化の提案が出され、1985年からISO/
TC97/SC7で国際規格の制定作業が開始されました。その後、
同プロジェクトは1987年に発足したISOとIECの合同専門委員
会：ISO/IEC JTC1に移管され、1992年からは、JTC1の下で
ソフトウェアエンジニアリングを審議する、SC7内に設置さ
れたWG6でソフトウェア品質評価の標準化を推進しています。
日本では、1987年に日本規格協会・情報技術標準化調査研
究センターに設置された｢ソフトウェア品質評価に関する調査
研究委員会｣、並びに1992年に情報処理学会・情報規格調査会
に設置された｢WG6小委員会｣を母体として、ソフトウェア品
質評価に関する調査研究、国際標準化の作業項目の提案、規
格案の作成などの技術的貢献を行うとともに、コンビーナ、
セクレタリ、エディタの引き受けなど、運営面でも多大な貢
献を行い、本分野における国際標準化を主導しています。
このプロジェクトに対して、NECは、WG6発足以来、情報
規格調査会と共同でセクレタリを務めているほか、社内で開
発したSQMAT（ソフトウェア品質計測/保証技術: Software
Quality Measurement and Assurance Technology）などの評価技術
に基づいて規格原案の作成を分担するなど、技術面、運営面
での貢献を行っています。

2.2 国際規格の体系

ソフトウェア品質評価の最初の国際規格は、1991年にISO/
IEC 9126: Information technology - Software product evaluation -
Quality characteristics and guidelines for their useが発行され、
1994年にはJIS X 0129が制定されました。
この規格では、ソフトウェア品質の評価観点として6つの品
質特性が定義され、ソフトウェア品質評価の基本プロセスが
規定されました。その後、実務への活用の促進、規格利用者
の利便性の向上などを考慮して、 表表１ に示す2つの規格群と
それを補完する2つの規格が制定され、JIS化が進められまし
た。
現在は､既存規格を再編､強化した次世代ソフトウェア品質
評価規格群ISO/IEC 25000シリーズ：Software product Quality
Requirements and Evaluation (SQuaRE)の制定作業が進められて
います（ 図1 参照）。SQuaREの強化ポイントは次の通りで
す。

表1   ソフトウェア品質評価の国際規格

図1   SQuaREの規格体系6)
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1) 品質モデル、品質メトリクスを用いたソフトウェア品質
要求プロセスの規定
2) ソフトウェアによって処理されるデータの品質特性の定
義
3) 品質メトリクス（例：規模あたり障害件数）の測定量の
算出に用いる基本的なメトリクスの定義（例：成果物規模、
障害件数）
以下、表1に示した現行規格をベースに説明を進めます。

3. ソフトウェア品質とユーザビリティ

3.1 ソフトウェア品質の構造

ISO/IEC 9126-1では、ソフトウェア品質の構造と品質特性
の定義を規定しています。この規格では、ソフトウェア品質
の評価の局面を、設計からコーディング局面、テスト局面、
実運用局面の3つに切り分け、局面に応じた評価観点とメトリ
クスを設定することを推奨しています。設計からコーディン
グ局面では設計書やコードのレビュー結果に基づく静的な評
価を行い、テスト局面ではコンピュータシステム上でソフト
ウェアを稼働した結果に基づく動的な評価を行い、実運用局
面では評価対象ソフトウェアを組み込んだシステムを利用者
が使ったときの利用者に対する影響によって評価を行うとい
う考え方です。各局面における評価観点とメトリクスを、そ
れぞれ内部品質特性/メトリクス、外部品質特性/メトリクス、
利用時の品質特性/メトリクスと呼びます。ただし、内部品質
特性と外部品質特性は、どちらも開発局面での評価観点であ
り、評価に用いるメトリクスは異なるものの観点は同じと考
え、共通の品質特性が定義されています。 図図2 にISO/IEC
9126-1の内部/外部品質特性とそれらの下位特性（品質副特
性）、 図3 に利用時の品質特性を示します。

3.2 ユーザビリティの品質副特性とメトリクス

図2から分かるように、ISO/IEC 9126-1では、ユーザビリ
ティ（使用性）を、開発局面で考慮すべき主要な品質特性の
１つと位置付けています。また、その品質副特性を 表2 のよ
うに定義しています。ユーザビリティの品質副特性の評価ポ
イントは次の通りです。

 

図2   ISO/IEC 9126-1の内部/外部品質特性と副特性1)

図3   ISO/IEC 9126-1の利用時の品質特性1)

表2   ユーザビリティ（使用性）の品質副特性の定義1)

1) 理解性
ソフトウェアの機能や使い方を身近なモデルやメタファー
などを用いて容易に理解できるか
2) 習得性
多大な労を要することなくソフトウェアを習得し、習熟で
きるか
3) 運用性
誤操作からの復帰が容易にできるかなど、利用者が過度な
ストレスを感じることなくソフトウェアを利用できるか
4) 魅力性
画面のデザイン、ユーザインタフェースなどが利用者の感
性に訴求するか
5) 使用性標準適合性
ヒューマンインタフェースに関する国際規格ISO 9241シ
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表3   ISO/IEC 9126-2の使用性メトリクスの例2)

リーズなど、使用性に関連する規格や規約に準拠している
か、組織やプロジェクトで設定したスタイルガイドや規則
に準拠しているか
利用時の品質特性で、ユーザビリティに特に関連する品質
特性として、満足性があります（図3参照）。開発段階でユー
ザビリティを考慮した設計や実装が行われたなら、それらが
実運用段階での利用者の満足度に影響を及ぼすことは明らか
です。
以上に述べたユーザビリティの品質副特性、および満足性
に関して、ISO/IEC 9126-2, -3, -4には、それらを各局面で客観
的に評価するためのメトリクスを定義しています。 表表3 に、
ISO/IEC 9126-2に規定された、テスト局面で用いる使用性メ
トリクスの例を示します。満足性の評価は、実運用がある程
度進んだ段階で、サンプリングで抽出した利用者に対するア
ンケート調査などによって行うのが一般的です。

4. ソフトウェア品質評価規格の活用

ISO/IEC 14598-1では、ソフトウェア品質評価のプロセスを
図4 のように規定しています。以下、一連のソフトウェア品
質評価規格を活用して、評価を実践する際のポイントを図4の
フローに沿って解説します。

 

図4   ISO/IEC 14598-1のソフトウェア品質評価プロセス5)

(1)評価要求の確立
1) 評価目的の確立
ソフトウェアの評価にあたって、評価の目的を明確にしま
す。その際、誰がどの局面でどのような評価を行いたいと
考えているのかを考慮します。たとえば、プロジェクトマ
ネージャは、顧客要件に照らして、設計局面で画面設計ガ
イドへの準拠性を知りたいかもしれません。また、製品企
画者は、次期製品強化に向けて、出荷後に利用者の満足度
を知りたいかもしれません。
2) 評価対象製品の種別の識別
複数の利害関係者の評価目的を踏まえて、ソフトウェアの
ライフサイクルのどの段階で何を対象に評価を行うのかを
明確にします。通常、設計、製造局面では、仕様書、ソー
スコードなどが対象になり、テスト局面では実行可能なソ
フトウェアの稼働結果が対象になります。また、運用、保
守局面では、ソフトウェアが利用者に与えた影響を測定し
て評価することになります。
3) 品質モデルの仕様化
ISO/IEC 9126-1などの品質モデルに基づいて、当該ソフト
ウェア製品で求められる品質特性、副特性を明確にします。
この際、考慮すべき特性の取捨選択、重要度付け、不足し
ている観点の追加などを行います。ユーザビリティに関し
ても、使用性の評価の要否、副特性の重要度付けなどを行
い、要求に合った品質の作り込みと評価を行います。
(2)評価の仕様化
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11) 測定法の選択
評価局面ごとにどの品質特性をどのようなメトリクスで評
価するのかを明確にします。ISO/IEC 9126-2,-3,-4に示され
た、既存のメトリクスから取捨選択し、ソフトウェアやプ
ロジェクトの特性に応じて測定方法などを見直し、実行可
能なレベルにメトリクスの定義を詳細化します。既存のメ
トリクスからの取捨選択では十分でない場合には、独自に
メトリクスを定義します。
2) 測定法のための評定水準の確立
個々のメトリクスについて、評定水準を定義し、算出され
た値の良否判断を可能にします。値がどの範囲なら受け入
れ可能なのか、どの線を超えたら受け入れられないのかを
明確にします。メトリクスによって、値が大きいほど望ま
しいもの、小さいほど望ましいもの、ある値に近いのが望
ましいものがあります。
3) 総合評価基準の確立
工程移行、リリースなどの可否判定の局面で、様々なメト
リクスを用いて評価した品質データに加え、必要であれば
進捗やコストなどのデータも加味して、可否判定の基準を
明確にします。加重平均による総合スコアに基づく基準設
定、決定表による基準設定などの方法が考えられます。
(3)評価の設計
1) 評価計画の作成
誰がどの時点でどのようなデータを収集し、それらをどの
ようなタイミングで集計するのかなど、定義したメトリク
スや基準を用いて、品質評価を実践するための計画を立案
します。
(4)評価の実行
1) 測定値の収集
計画およびメトリクスの定義にそってデータを収集し、各
メトリクスの測定値を算出します。
2) 基準との比較
個々のメトリクスについて、算出された測定値を基準に照
らして評価します。
3) 結果の総合評価
一連の測定値を総合評価基準に照らして評価し、マネジメ
ント上の判断を行います。

5. ユーザビリティ評価の現状と今後の展開

ユーザビリティの実装と評価は、個々の組織およびプロ
ジェクトで、顧客からの要求、製品の特性、利用者の特性な
どを考慮して、ユーザインタフェース設計のガイドライン化、
チェックリストを用いたレビュー、QA部門によるテスト局面
での第三者評価などによって行われるのが一般的です。ユー
ザビリティは、ソフトウェアの利用者の満足、競合製品との
差異化などを図る上での重要なファクターであり、本稿で紹
介したソフトウェア品質評価関連規格を活用してソフトウェ
アのライフサイクルを通した体系だった評価、改善のアプ
ローチを採ることが必要です。要求定義や製品企画の段階か
ら、ユーザビリティに関連する品質特性を意識して要求事項
を明確にし、開発の各工程および運用時に品質メトリクスを
用いて定量的、客観的な評価を実施して、要求事項の実装を
確実にすることが重要です。
今後、ユーザビリティの評価データおよびノウハウの蓄積
によって、個々のメトリクスの良否判断に用いる尺度の設定、
内部、外部メトリクスの評価と利用者の満足度との相関分析
などに取り組み、利用者にとって魅力的なソフトウェアの開
発を推進していきたいと考えています。
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